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国立情報学研究所が提供する学術コンテンツ

NII-REO

I学術機関
リポジトリ

大学・学術機関

図書・雑誌情報 研究情報

811機関

J-STAGE
(JST) NDL 

他機関のDBサービス

論文情報

大学
図書館等
大学

図書館等1,341機関

IRDB

JSPS MEXT

論文情報の
メタデータ・
リンク情報
2,201万件

CiNii
Articles

機関リポジトリ搭載
の学術情報の

メタデータ・リンク情報
316万件

学術出版社

学協
会学協会学協会

科学研究費助成事業
の研究課題・成果情報

91万件

NIIの提供する学術コンテンツ
提 供

収集

アーカイ
ブ 電子化

収集

機関発信情報

NII-DBR

専門学術
情報資源

（データベース）
204万件

専門学術情報

NACSIS
-CAT 受入

OUP
Springer ＊データ件数は

令和2年3月末現在

海外電子ジャーナル
等の本文情報

412万件
人社系電子コレクション

66万件

共用
リポジトリ

CiNii
Books

図書・雑誌の
書誌・所在情報
書誌1,218万件
所蔵1.45億件

KAKEN

学術コンテンツ基盤：学術コンテンツの確保と提供

CiNii
Dissertations

博士論文の
メタデータ・
リンク情報

66万件

データ統
合
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研究関連リソース

エンティティ間の
関係性

・引用関係
・親子関係
・同一関係
・時空間情報

研究
課題

論文
情報

書誌
情報

研究
データ

博士
論文

研究関連リソースへのアクセスと関係性

知識発見基盤としての一本化
エンティティの関係性を介した統合化
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研究
課題

論文
情報

書誌
情報

研究
データ

博士
論文 関係性を起点とした

データ統合化
ディープサーチ

検索基盤としての
サービス一本化
イージーアクセス

研究関連リソース

CiNii Researchが解決する研究リソース検索

2つの要件を満たす、新しい検索基盤として、
CiNii Researchを開発



JPCOARスキーマをベースとした
検索フィールド定義の設定
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https://schema.irdb.nii.ac.jp/

メタデータの標準化
国際的な相互運用性の向上



CiNii Research内部データの統合化
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※テスト運用中



内部データエントリ数
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「CiNii Research プレ版」公開

8

• 2020年11月6日から公開するCiNii Researchの先行公開バージョン

https://cir.nii.ac.jp



CiNii Researchプレ版の機能

• 基本動作

• 2000万件超の研究データ、論文、書誌情報、プロジェクトデータの
シンプルな横断検索（＝イージーアクセス）

• 単体ページにおける、関連データ・関連文献・関連プロジェクト
・関係するID等の表示（＝ディープサーチ）
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• 想定ユーザと利用法

• 研究者 → 論文検索で研究データやプロジェクトデータも取得
• 図書館員 → 書誌や論文などの研究成果を包括的に管理
• 調査担当者 → プロジェクトや組織ごとの研究成果を集計



今後の開発方針
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• 認証機能、API機能、詳細検索
• OR、NOT、フレーズ、前方一致検索
• CiNii Articleの一部データソース（NDL雑索、医中誌等）の検索
• 書き出し機能(RefWorks連携など)
• Webフォームでのフィードバック機能
• 人物エンティティの検索
• リソースの定期更新

開発・検証の上で、来年本番公開予定
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史学

文学

社会
学

心理
学

文化人
類学考古

学

言語
学

宗教
学法学

哲学

物理
学

数学

地学

生物
学

建築
学

情報
学

航空
力学

化学

医学
薬学

農学

経済
学

材料
科学政府

データ
ツール
情報 オープン

データ

研究
課題

論文
情報

書誌
情報

研究
データ

博士
論文 工学

研究関連リソース

CiNiiはこれからも「研究データ」に出会っていく

海外研究データ基盤 分野別データ基盤

JDCat (人社データカタログ)
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